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献

「自
然
法
爾
章
」

の
日
本
学

的
構
想
 
(第
十
同
)

小

野

正

康

第

一
、
由
来
、
「
親
攣
教
学

の
日
本
学
的
構
想
」
中

第

1
回

「学
」
ー
「
日
本
学
」1
日
本
学
的
構
想

第
2
1

7
回

親
鶯
の
主
著

『
教
行
信
証
』
に
つ
き
、
連
年
順
次
に

「教

・
行

・
信

・
証
-
真

・
化
」
の
六
回

第
8
回

「疑
問
」
と

「
明
証
」

第
9
-
1
0回

右
以
後
の
思
想
信
仰
に
亘
る
主
要
問
題
1

1
、
「
和

国
の
教
主
聖
徳
皇
」
の
和
讃
、
善
鷺
義
絶
文
と
こ
の
問
題
点

検

2
、
「
自
然
法
爾
章
」
の
由
拠

・
思
想

第
二
、
態
度
、
「
日
本
学
的
構
想
」
中

1
、
己
が
心
の
糧
を
真
目
的
に
、
原
本
文
即
自
の
独
り
読
み
ー
宗
学

等
と
は
全
く
無
関
係

2
、
日
本
文
化
教
学
の
図
式
化

(
新
拙
著

『
日
本
学
開
発
』
(距
蹴
か
顯
)

五
重
塔

・
富
士
山
型
…
在
と
成

・
生

3
、
「
哲
学
符
倫
理
符
宗
教
」
の
縦
の
基
本
的
三
重
層

観
-
親
鷺

の

「
如
来
廻
向
」
と
我
が
国
人
の
降
臨
思
想

(拙
著
『親
勲
教
学
の
日
本

学
的
研
究
』
第
二
章
参
照
)

4
、
三
観
点

(
実
践
体
系

・
教
学
体
系

・
価
値
体
系
)
よ
り
の
問
題

視
と
考
察

5
、
生
仏
交
渉
関
係
-
対
立
的
と

一
如
的

(連

続

と
転
向
)1

一
、

知
れ
ば
事
足
る

二
、
歴
史
的
客
観
的
転
移

(
三
国
伝
通
縁
起
)

三
、
自
ら
成
り
生
き
る

(例
、
道
元

『眼
蔵
』
生
死
の
巻
、
入
我

我
入
、
親
鷺
の

「
至
誠
心
」
・
「
信
誠
」
・
第
三
位

の

「
信
」
…
)

6
、
「自
然
法
爾
」
の
見
方
と
修
し
方
ー
内
外
古
今

の
問
題

・
構
想

一
、
求
道

・
聞
法

・
修
行
…
道

・
法

冷
行
…
求

・
聞

博
行
の
方
式
…

…
人
の
性
格

威
張
る

発
表
式

内
省
の

謙
抑
型

二
方
途

・
型
式

積

み
上
げ
式
…
理

想

主

義

・
解
脱

-
即

身

成

仏
…
自
力
聖
道
門
的

掘
り
下
げ
式
…
聞
法

・
窮
理

・
修
行

-
祈
願

・
救
済
…
他
力
浄
土
門
的

「
謙
敬
聞
奉
行
」
…
「
諸
仏
等
同
と
い
う
事
」ー
「信
心
の
人
を
ば

諸
仏
に
ひ
と
し
と
ま
ふ
す
な
り
」
(『
末
灯

砂
』
(
六
六
六
頁
)
…

「仏
智
不
思
議
と
可
レ
信
事
」
(六
六
七
頁
)

二
、
対
処
方

親
驚
最
終
文
献

「
自
然
法
爾
章
」

の
日
本
学
的
構
想
 
(
小

野
)
 

一
三
三

-640-



親
黛
最
終
文
献

「
自
然
法
爾
章
」

の
日
本
学
的
構
想
 
(
小

野
)
 

一
三
四

天
然
自
然

自
然
科
学
ー
自
然
主
義

(天
理
人
道

人
為
立
法

自
然

対
立
…
利
用

・
征
服
ベ
ー

コ
ン
等

々

欧
米
的

対
立

二
極
…
神

・
存
在

同
化
…
「任
運
無
作
」
「随
流
認

得
共
性
」
東
洋
的

心

・
身

一
如
…
神

・
仏

・
人
i
道

・
法

・
行

の
途
上
の

道
標
…
掲
示
板

1
、
『
往
生
要
集
』
・
『神
曲
』

2
、
象
も
酪
駝
も
居
な
い
日
本
の
山
河

・
自
然
の
人
情

」
、

二
河
白
道
…
「
三
定
死
」
、
「遣
喚
」1

「須
奥

即
到
二西
岸
鱒

永

離
諸
難
」
、
「願
と
信
」
、
二

心
正
念
」

4
、

「科
学
に
は
国
境
が
な
い
、
し
か
し
、
科
学
者
は
祖

国
を
も

っ
」
(
パ
ス
ツ
ー
ル
)

5
、

「神
な
が
ら
言

(事
)
あ
げ
せ
ぬ
」
…
歴
史

終
↓
始

本
↓
末

「
為
物
身
、
実
相
身
」
、
「
事
と
無
碍
法
界
」
、
「
こ
れ
は
く

と

ば

か
り
花
の
吉
野
山
」

6
、
対
立
の
極

神
…
O
o
d
…
全
知
全
能
観

へ
1
神

の
存
在

仏
…
釈
迦
…
愚
ま
れ
る
者

の
成
立
ー
修
行
成
就

7
、
誓
願

デ

ミ
ダ
仏

へ
の
成
就
-
四
十
八
願

・
十
八
願
ー
王
本
願

7「
見
畏
む
↓
益
貴
神
」ー
神
勅
…
大
御
心

8
、
願
↓
信
…
何
に
由
拠
し
て
自
ら
の
現
実
を
積
極
的
に
肯
定
す

る

か
、
し
え
ら
れ
る
か
。

目
的

・
全
体
観
よ
り
の
是
認
、
死
に
た
い
i
自
決
、
安
楽
死

の
問
題
等

々

第
三
、
自
然
法
爾
の
問
題
i
由
拠
と
思
想

1
、
文
化
教
学
的
諸
背
景

自
然
と
文
化

の
対
立
-
西
洋
と
東
洋
と

の
相
異
-
自
然
科
学

の
自
然
;
日
本
人
の
自
然
観

2
、
親
攣
の

「自
然
」
に
つ
い
て
の
文
献
上
の
用
例

(イ)

『
浄
土
三
部
経
』
に
、
『
大
経
』
中
55
回
、
『
観
経
』
中
6

回
、
『
小
径
』
中
1
回

(ロ)

『教
行
信
証
』
…
『
親
賛
聖
人
著
作
用
語
索
引
』
よ
り
、

「行
巻
」
に

『十
住
砒
婆
沙
論
』
…
「
菩
薩
是

の
地
を
得
れ
ば
心
常
に
歓
喜
多
し
、
自

然
に
諸
仏
如
来

の
種
を
増
長
す
る
こ
と
を
得
。
」

レ
バ

『
阿
弥
陀
経
』
…
「到
レ彼
自
然
成
二
正
覚
、
還
二来
苦
界
一作
二津
梁
。
」

「
述
文
賛
」
…
「
自
か
ら
果
を
獲
ざ
ら
ん
や
、
故
に
自
然
と
云
う
。
」
「易

往
而
先
レ
人
、
其
国
不
二
逆
違
、
自
然
之
所
レ牽
…
」

「正
信
偶
」
…
自
然
即
時
入
二
必
定
、
唯
能
常
称
二
如
来
号
嚇
応
レ
報
二大

悲
弘
誓
恩
。
」

「信
巻
」
に

『
大
経
』
…
「
必
得
二
超
絶
去
、
往
二生
安
楽
国
、
横
裁
二
五
悪
趣
画
悪
趣

ト
ヂ

ム

自
然
閉
、
昇
レ道
先
二
窮
極
、
易
レ往
而
無
レ
人
、
其
国
不
二
逆
違
、
自
然

之
所
レ
牽
。
」

「礼
賛
」
…
「
…
聞
二
妙
法
一十
地
願
行
、
自
然
彰
」

『
浬
繋

経

』
…
「
字

二
悉

達

多
、

先
レ
師
覚

二
悟
自

然

一而

得

…

」
…

「
聞

二
其
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名
一者
三
毒
之
箭
自
然
抜
出
。
」

「証
巻
」

に
は

『
大
経
』
…
「容
色
微
妙
、
非
レ
天
非
レ人
皆
受
二自
然
虚
先
之
身
、
無
極

之
躯
殉

『論
註
』
…
「
但
登
二初
地
、
以
漸
増
進
、
自
然
当
二
与
レ仏
等
ご
…
「皆

以
二本
願
力
起
殉
讐
如
下
阿
修
羅
琴
錐
レ
先
二鼓
者
、
而
音
曲
自
然
上
」

「
真
巻
」
に
は

「法
事
讃
」
…
従
二
仏
迫
遙
一帰
二自
然
↓
自
然
是
弥
陀
国
…
L

「
化
巻
」
に
は

『
大
経
』
…
二

切
衆
宝
自
然
合
成
…
自
然
化
成
…
L
…
「
受
二
諸
快
楽

一

…
皆

自

然

」

「
法
事
讃
」
…
「
還
二本
国
二

切
行
願
自
然
成
」

『仏
本
行
集
経
』
…
「
住
レ
於
二
定
中
、
得
二自
然
香
美
飲
食
。
」

『和
讃
』

よ
り

「浄
土
和
讃
、
讃
阿
弥
陀
仏
偶
和
讃
」

宝
林
宝
樹
微
妙
音
、
自
然
清
和

の
伎
楽
に
て

哀
娩
雅
亮
す
ぐ
れ
た
り

清
浄
楽
を
帰
命
せ
よ
。

「
大
経
意
」

定
散
自
力
の
称
名
は

果
遂

の
ち
か
ひ
に
帰
し
て
こ
そ

お
し

へ
ざ

れ
ど
も
自
然
に

真
如
の
門
に
転
入
す
る
。

。
念
仏
成
仏
こ
れ
真
宗

万
行
諸
善
こ
れ
仮
門

権
実
真
仮
を
わ
か

ず
し

て

自
然
の
浄
土
を
え
そ
し
ら
ぬ
。

「高
僧
和
讃
」

道
紳
禅
師

一
形
悪
を
つ
く
れ
ど
も

専
精
に
ご
ゝ
ろ
を
か
け
し
め
て

つ
ね

に
念
仏
せ
し
む
れ
ば

諸
障
自
然
に
の
ぞ

こ
り
ぬ
。

善
導
大
師

五
濁
悪
世
の
わ
れ
ら
こ
そ

金
剛

の
信
心
ば
か
り
に
て

な
が
く

生
死
を
す
て
は
て
て

自
然
の
浄
土
に
い
た
る
な
れ
。

。
信
は
願
よ
り
生
ず
れ
ば

念
仏
成
仏
自
然
な
り

自
然
は
す
な
は

ち
報
土
な
り

証
大
浬
繋
う
た
が
は
ず
。

「
正
像
末
和
讃
」

九
十
五
種
世
を
け
が
す

唯
仏

一
道
き
よ
く
ま
す

菩
提
に
出
到

し
て
の
み
ぞ

火
宅
の
利
益
は
自
然
な
る
。

他
の

『仮
名
聖
教
』
よ
り

同
じ
く

「法
爾
」
に
つ
い
て

「信
巻
」
…
「法
爾
と
し
て
真
実

の
信
楽
無
し
、
是
を
以
て
…
」

「化
巻
」
…
「具
に
…
法
爾
な
る
が
故
に
難
行
道

と
名

つ
く

と
…
」
…

「末
法
法
爾
と
し
て
正
法
段
壊
し
三
業
証
し
無

し
」
(以
上
、
○
印
注
意
)

3
、
「自
然
法
爾
事
」
と

「自
然
法
爾
章
」

前
者
は

『
末
燈
鋤
』
86
歳
、
親
鶯
自
記
。
後
者

は
三
帖
和
讃

末
尾

「親
鷺
八
十
八
歳
御
筆
」
蓮
如
註
記
に
よ
る
。

相
異
の
点

初
に
、
「獲
得
名
号
」
の
釈
の
、
前
者
に
無
き
を
後
者
に
有

る
と
、

親
鷺
最

終
文
献

「
自
然
法
爾
章
」

の
日
本
学
的
構
想
 
(
小

野
)
 

一
三
五
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親
黛
最
終
文
献

「
自
然
法
爾
章
」

の
日
本
学
的
構
想
 
(
小

野
)
 

一
三
六

中
に
、
次
の

「

」
内
の
句
の
、
前
者
に
有
る
と
後
者
に
無
き
と
、

法
爾

は
、
…
「
こ
の
法
の
徳
の
ゆ
へ
に
し
か
ら
し
む
る
と

い
ふ
な

り
。
す
べ
て
ひ
と
の
は
じ
め
て
は
か
ら
は
ざ
る
な
り
。
」
…
こ
の
ゆ

へ
に
義
な
き
を
義
と
す
る
と
な
り
。

終
に
、
二
首
和
讃
は
、
前
者
に
無
く
、
後
者
に
有
る
。

第
四
、
自
然
法
爾
章

の
六
区
分
と
要
義

(1)
、

「
獲

・
得
」
と

「名

・
号
」
と
の
各
字
を
因
位
と
果
位

に
分

つ

て
区
分
す
る
。

因
位

の
時
に

「う
る
」
、
果
位
の
時
に

「
い
た
り
て
う
る
」
の
実
践

体
得
上

の
両
区
分
か
。

(2)
、
同
じ
く

「自

・
然
」
と

「
法

・
爾
」
の
各
字
義
よ
り
、

こ
れ
を

行
者
と
如
来
に
分

つ
て
、
「行
者
の
は
か
ら
ひ
」
で
は
な
く
、
「如
来

の

御
ち
か

ひ
」
と
の
区
別
。
ー
こ
の
故
に
、
「他
力
に
は
義
な
き
を
義

と

す
」
と

の
明
示
。

(3)
、

「自
然
」
の
再
説
1

「も
と
よ
り
し
か
ら
し
む
る
と
い
ふ
こ
と

ば
」1
「
弥
陀
仏
の
御
ち
か
ひ
の
、
も
と
よ
り
行
者
の
は
か
ら
ひ
に
あ
ら

ず
し
て
、
南
先
阿
弥
陀
仏
と
た
の
ま
せ
て
、
迎
え
ん
と
は
か
ら
れ
る
」

の
で
、
「行
者
の
よ
か
ら
ん
と
も
、
あ
し
か
ら
ん
と
も
お
も

は
ぬ
を
、

自
然
と
は
ま
ふ
す
そ
、

と
き
ゝ
て
さ
ふ
ら
ふ
。
」
と
て
ー
そ
れ

で
、
行

者
の

「
知

・
信

・
行

・
証
」
な
ど
の
知
悉
や
善
悪
観
念
等
の
介
入
は
斥

け
ら
れ
て
の

「
聞
即
信
」

の
信
知
で
、
「
も
と
よ
り
然

ら
し
む
る
」

の

で
、
彼
岸

へ
の
白
道
は
、
先
方
よ
り
発
し
て
の
橋
渡
し
で
あ
ろ
う
。
ー

従
つ
て
、
予
想
の
的
中
実
現

へ
の
は
か
ら
い
は
、
恰
も
自
ら
の
帯
を
掴

ん
で
自
ら
の
体
を
引
き
挙
げ
る
の
趣
向

で
は
な
く

て
、
更

に
響

え
る

と
、
求
め
る
者
の
、
此
の
背
後
か
ら
不
意
に
不
慮
的
に
水
を
引

つ
か
け

ら
れ
た
、
が
、
如
き
の
、
自
他
の
心
的
経
験
な
る
局
面
転

換
が
、
「信

の

一
念
」

の
実
感
、
と
い
う
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(4)
、
こ
の

「
弥
陀
仏
」

の

「
ち
か
ひ
の
や
う
は
、
無
上
仏
に
な
ら
し

め
ん
と
誓
ひ
た
ま

へ
る
」
の
で
あ
る
が
、
こ
の

「無
上
仏
と
ま
ふ
す
は
、

か
た
ち
も
な
く
ま
し
ま
す
」

の
で
、
そ
し
て

「
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ぬ

ゆ

へ
に
自
然
と
は
ま
ふ
す
な
り
」
と
あ
つ
て
、
ー
従
つ
て
、
逆
に
言

つ

て
、
「
か
た
ち
ま
し
ま
す
と
き
は
、
兄
上
浬
契

と
は
ま
ふ
さ
ず
」
i
引
い

て
、
「
か
た
ち
ま
し
ま
さ
ぬ
や
う
を
し
ら
せ
ん
と
て
、
は
じ
め

て
弥
陀

仏
と
そ
、
き
ゝ
な
ら
ひ
て
さ
ふ
ら
ふ
。
」
と
あ
る
。
…
こ
ゝ
に

「や

う
」
は
、
用

(
役
立
)
か
、
要
か
、
様
か
。

(5)
、
こ
の

「弥
陀
仏
」
は
何

の

「や
う
」
な

の
か
、
何

の
用
向

き

(
究
寛
の
願
)
か
。
「
弥
陀
仏
は
、
自
然
の
や
う
を
し
ら
せ
ん
れ
う
(料
)

な
り
。
」
1
そ
れ
で
、
「
こ
の
道
理
を
こ
ゝ
う
え
つ
る
の
ち

に
は
、
」
ど

う
す
る
こ
と
か
、
と
い
う
に
、
「
こ
の
自
然
の
こ
と
は
、
つ
ね

に
さ
た

す

べ
き
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
故
か
。
「
つ
ね
に

自
然
を
沙
汰
せ
ば
、
ー
義
な
き
を
義
と
す
、

と
い
う
こ
と
は
、
な
を
義

の
あ
る
べ
し
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
こ
れ
は
仏
智
の
不
思
議
に
て

あ
る
な
り
。
」
で
あ
る
か
ら
、

と
。
こ
れ
と
い
う
は
、
即
ち
無
碍

人
-

仏
者
-
信
者
-
常
民
な
ど
の
謂

で
あ
る
の
か
。
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(6)
、
以
上
の
思
惟
の
如
く
に
し
て
、
「無
義
の
義
」
、
「
仏
智

の
不
思

議
」
等

の
当
然
の
帰
結
と
し
て
か
、
次
に
和
讃

の
二
首

(1)

「
よ
し
あ
し
の
文
字
を
も
し
ら
ぬ
ひ
と
は
み
な
、
ま
こ
と
の
こ
ゝ
う

な
り
け
る
を
、
善
悪
の
字
し
り
が
ほ
は
、
お
ほ
ぞ
ら
ご
と
の
か
た
ち

な
り
。
」

と
あ
り
、

か
く
な
る
が
、
こ
れ
に
対
し
、
世
に
は

「
進
歩
的
文
化
人
」

と
い
う
者

の
あ
り
、
「専
門
バ
カ
」
と
い
う
者
の
出
て
く

る
。
こ
れ

は

よ
し

ず

ば

何

故

か
。

「
葭

・
藍

・
葦

」
1

「
葭
葺

張

り
」
1

な

ど

と

い
う

文

字

の
穿

墾

な
ど
く

の

一
切
を
知
ら
ぬ
無
学
文
盲
の
人
ら
と
、
善
悪

・
美
醜

・
真

偽
な
ど
を
識
別
し
論
議
し
て
、
互
に
観
念
論
を
言
あ
げ
闘
わ
す
イ
ン
テ

リ
、
こ
の
輩
と
の
比
較
、

一
見
そ
の
差
の
様
相
を
察
知
し
え
よ
う
。
も

と
く

「
よ
し
あ
し
の
文
字
」
の
、
右
に
も

一
端
を
見
た
其

の
植
物
の

名
の
、
「
ア
シ
の
音
が
悪
し
に
通
ず
る
を
忌
ん
で
、
善
し
に
因

ん
で
呼

ぶ
」
と
、
『
広
辞
苑
』
に
は
あ
る
。
わ
が

『
古
事
記
』
に
は
「
葦
牙
の
繭

え
出
」
る
こ
と
、

パ
ス
カ
ル
の

『
パ
ン
セ
』
に

「
人
間
は
考
え
る
葦
」

と
い
う
名
句
の
あ
る
は
、
古
今
東
西
知
識
人
の
既
に
注
目
し
引
用
す
る

と
こ
ろ
の
も
の
。
次
に

(2)

「
是
非

し
ら
ず
邪
正
も
わ
か
ぬ
こ
の
み
な
り
。
小
慈
小
悲
も
な
け
れ

ど
も
、

名
利
に
人
師
を
こ
の
む
な
り
。
」

右
の
イ

ン
テ
リ

・
知
識
人
と
、
無
学
人

・
常
民
と
の
比
較
か
ら
、
「
名

利
に
人
師
を
好
む
」
も
の
の
性
情
と
、
真
乎
に
道
を
求
め
行
を
修
す
る

も
と
ど
り

人
吉
と
、

こ
の
真
摯
の
反
省
に
は
、
法
然
が

「
法
師
に
三

つ
の
髪
あ
り
、

勝
他

・
利
養

・
名
聞
こ
れ
な
り
。」
と
、筑
紫
よ

り
の
修
行
者

へ
の
誠
を

よ
ぶ
。
な
お
、
か
の

「文
字
禅
」
や
自
称
科
学
者

の
進
歩
発
達
を
口
に

す
る
と
公
害
頻
出
な
る
他
面

の
公
認
通
念
、
「
人

の
文
字
を
知

る
は
憂

患
の
初
」
と
の
シ
ナ
賢
者
の
心
情
省
察
と
、
真

の
儒
者
に
も
二
意
あ
り
、

と
す
る
国
学
者
の
指
摘
が
生
れ
る
。
即
ち
、
文
字

に
泥
み
装
う
表
面
の

儒
者
と
そ
の
文
意
に
自
ら
立
つ
真
の
儒
者
と
の
差
異
、

ひ
い
て
は
、
自

称
進
歩
的
文
化
人
と
謂
ゆ
る
説
教
に
称
揚
さ
れ
る
妙
好
人
型
と
、
念
仏

成
仏
の
自
然
法
爾
の
教
養
人
の
故
に
、
お
の
ず
か
ら
に
し
て
真
如
の
門

に
転
入
す
る
輩
と
の
、
而
し
て
作
為
的
な
ら
ず

一
人
相
撲
な
ら
ざ
る
誠

心
に
お
い
て
の
、
こ
れ
ら
何
れ
が
よ
り
よ
く
、
真
意
の
日
本
学
的
常
人

と
成
り
生
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
六
、

日
本
学
的
構
想

1
、
以
上
、
主
著

『教
行
信
証
』
以
下

『
和
讃
』
な
ど
、
親
攣
の
信

仰
思
惟
思
想
の
諸
構
想
を
顧
念
し
て
、
就
中
、

「
教
↓
行
↓
信
↓
証
」

と

「真
↓
化
」
な
る
実
践
的
と
評
価
的
な
る
思

惟
法
、
並

に
、
「
太
子

和
讃
」
中
の

「和
国
の
教
主
聖
徳
皇
」
な
る
歴

史
認
識

は
、
横

の
、

「印
度
↓
震
旦
↓

日
本
」
の
三
国
仏
法
伝
通
縁
起

に
よ
る

「
無
師
独
悟
」

式
を
忌
む
他
面
、
「
入
宋
伝
法
沙
門
○
○
」
式
な
る
師
資
相
承

と
的

々

1
 

2

法
統

の
天
下
り
を
ば
、
仏
法
学
的
と
す
る
、
謂

わ
ば
、
「在
↓
在
↓
在

…
」
な
る
形
式
的

一
面
に
対
し
、
如
何

に
し

て
、
縦

に
、
自
国

の
古

え
に
湖
及
し
て
、
し
か
も

「
教
主
」
と
崇
め
尊

ぶ
此
の
思
惟
が
、
此

の

一
愚
禿
僧
に
生
れ
来
り
、
假
然
と
し
て
成
り
在

つ
て
い
る
か
。

「し
か
も

親
鷺
最
終
文

献

「
自
然
法
爾
章
」

の
日
本
学
的

構
想
 
(
小

野
)
 

二
二
七
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親

鷺
最
終
文
献

「自
然
法
爾
章
」

の
日
本
学
的
構
想
 
(
小

野
)
 

一
三
八

こ
の
一
和
讃
の
表
現
と
思
惟

の
言
葉

は
、
彼

と
彼

の
浄
土
真
宗
第

一

級
の
文

字
と
思
惟
と
の
両
者
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
如
何
ほ
ど
、
思
想

思
惟
の
新
型
と
し
て
、
日
本
仏
教
界
に
、
否
な
、
当
の
真
宗
教
学
界
に

お
い
て
す
ら
真
実
に
重
要
視
さ
れ
た
か
、
さ
れ
来

つ
て
い
る
で
あ
ろ
う

か

(拙
著
『親
黛
教
学
の
日

本
学
的
研
究
』
参
照

)
。更
に
進
ん
で
、
も
し
、
こ
れ
と
こ
れ
以
前
の
作

た
る
、
例

え
ば
、
「
正
信
偶
」
の
、
即
ち

『
教
行
信
証
』
時
代
と
此
の

「行
巻
」

に
は
無
い
か
?

も
し
有
り
と
す
れ
ば
、
こ
の
形
と
思
惟
性

と
し
て

の
歴
史
認
識
と
、
ひ
い
て
謂
ゆ
る
七
高
僧
な
ど
へ
の
価
値
評
定

な
ど
は
、

ど
う
変
り
、
替

つ
て
作
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
が

単
な
る

外
来
宗
教
の
物
マ
ネ
的
な
横
流
し
な
ら
ざ
る
土
着
性
な
る

一
面

と
し
て
だ
け
で
も
、
さ
し
あ
た
り
そ
れ
が
指
導
基
準
と
件
の

「宗
学
」

と
し
て
は
勿
論
、
且
つ
は
、
朝
夕
仏
前
に
諦
読
す
る
如
上
の
日
本
人
真

乎
の
仏

法
者

・
妙
好
人

・
信
者
ら

へ
の
影
響
に
は
、
ど
れ
ほ
ど
図
り
知

ら
れ
ざ
る
も
の
が
生
来
し
、
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
、
局
面
を
更
え
て
思
う
に
、
こ
の
種
の
日
本
学
的
思
惟
者
は
、

多
く
の
仏
者
中

・
名
僧
知
識
中
、
た
だ
此
の

一
人
の
み
か
。
彼

の

『教

行
信
証
』
中
、
所
引
の
他
の
諸

「
高
僧
」
に
、
並
に
、
他
宗
他
門
の
そ

れ
に
も
、

在
ら
ま
ほ
し
く
出
ま
ほ
し
く
祈
念
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

依
然
と

し
て
無
い
の
か
。
私
は
、
拙
書

『
日
本
学
の
遣
統
』
、並
に
、
こ

れ
を

一
中
軸
と
し
た

『
日
本
仏
教
の
倫
理
学
的
研
究
』
以
来
、
仏
教
学

会
等
を
機
会
に
も
、
言
葉
を
尽
し
て
訊
き
諸
学
者
の
教
を
乞
う
て
来
て

い
る
が
、

今
に
ま
だ
教
え
ら
れ
て
い
な
い
。

2
、
「
誓
願
」1
「
無
義
の
義
」ー
「
仏
智
不
思
議
」…

一
連
の
思
想
思
惟
、

こ
れ
は
日
本
人
仏
者
の
、
自
然
法
爾
的
に
i
引
い
て
i
日
本
学
的
構

想
の
実
現
人
に
お
い
て
、
「至
り
獲
、
且
つ
、
い
た
り
得

た
」

生
成
境

よ
り
し
て
の
も
の
、
同
じ
く
こ
の
種

の
聖
者
位

に
至
り
安
じ
得
た
も
の

と
し
て
、
さ
て
、
こ
の
一
連
の
思
想
思
惟
と
し
て

「古
今

一
す
じ
道
」

と
こ
の

「疑
問
」
ー
祈
念
と
建
現
と
し
て
、
至
り
得
る
に
値
す
る

「誓

願
」
的
の
も

の
、
引
い
て
こ
れ
が

「明
証
」
有

り

と
す
れ
ば
、

こ
れ

は
何
か
。
ー
日
本
学
的
思
惟
者
を
最
と
し
て
広
く
日
本
人

一
般
と
し
て

も
、
と

の
種
、
信
奉
者
の
祈
り
需
め
る
も

の
…
岩
戸
精
神
…
神
勅
…
惟

神
道

の
真
髄
道
に
お
い
て
は
ど
う
か
。

3
、
こ
れ
を
歴
史
と
伝
諦
と
、
信
仰
祈
念
と
思
想
思
惟
と
史
実
の
跡

付
に
お
い
て
、
髪
髭
せ
し
め
る
も
の
、
諸
面
に
多

々
あ
ろ
う
が
、
こ
の

中
に
通
念
と
し
て
の
標
語
に
、

こ
う
べ

「
正
直
の

首

に
神
宿
る
」
と
、

「
心
だ
に
誠
の
道
に
か
な
ひ
な
ば
、
祈
ら
ず
と
て
も
神
や
護
ら
む
」

と
あ
る
は
、
奈
何
。
就
中
、
「祈
ら
ぬ
と
て
も
」

の
、
古
今
東
西
、

日

常
と
生
活
に
、
宗
教
儀
式
の

「
祈
る
神
仏
基
等

の
多
き
中
、
中
で
も
仏

教
的
な

「
発
願
修
行
」ー
「往

い
て
生
れ
る
」1
「
仏
に
成
る
」
、こ
れ
ら
積

み
上
げ
式

の
実
践
体
験
中
に
、
さ
す
が
の

「賢
善
精
進
」
者
も
、
今
や

自
ら

の
志
念
の
強
盛
な
る
に
反
比
例
し
て
、
お

の
ず
か
ら

「虚
仮
を
懐

く
」
に
気
付
い
て
、
自
ら
に
掘
り
下
げ
し
め
ら
れ
る
、

の
避
け
え
ざ
る

心
境
に
至
る
や
、
1
身
近
の
著
例
と
し
て
は
、

公
害

・
病
患

の
公
認
、
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船
車
道
橋

の
欠
陥
自
認
、
人
身
精
神
の
脆
弱
頽
廃
化
等

々
i

こ
の
自
力

祈
願
者
の
こ
の
故
を
以
つ
て
の
不
相
応
と
不
成
就
の
、
ひ
い
て
そ
の
極
、

却
つ
て
己
が
造
悪
無
善
な
る
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。

こ
の
全
環
境
と
表

裏
の
心
事

に
対
応
し
て
、
「神
や
仏
の
か
ね
て
知
う
し
め
し
」
て
願
を

発
し
行
を
修
し
て
成
就
し
廻
向
し
た
も
う
も
の
に
、

こ
の
神

・
仏
の
性

格
と

「護

ら
む
」
の
降
臨
と
廻
向
と
摂
取
に
己
を
あ
げ
て
信
順
し
帰
依

し
て
、
由

り
拠

つ
て
自
ら
の
現
実
を
積
極
的
に
肯
定
し
え
て
、
P
an
-e

h
eism

的

に
、
「
み
民
あ
れ
生
け

る
験
」
に
、
己
が
所
与

の
生
成
在

を
寿
ぐ

一
事
に
立
ち
到
る
、

こ
の
帰
趣
に
徹
せ
ぬ
で
あ
ろ
う
か
。

4
、
上
来
、
新
拙
著

『
日
本
学
開
発
』

の
一
軸
た
る

「
哲
学
ー
倫
理

i
宗
教
」
な
る
向
上
し
向
下
す
る
縦
の
三
重
層
型
、

こ
の

「
哲
学
」
と

し
て
の
最

初
の
原
点
と
以
下
の
諸
措
定
等

々
に
つ
い
て
は
、
此

の
著
に

発
し
、
次
巻
に

「
学
」
論
、
次
々
に
「原
理
」
・
「
体
系
」
…
へ
の
諸
論
著

に
至
る
も

の
、
而
し
て
古
今

一
す
じ
道
の
富
士
山
型
に
末
拡
が
り
な
る

五
重
塔
式

の

「神

・
仏

・
儒

・
洋

・
日
本
学
」
な
る
日
本
文
化
の
全
構

想
ー
日
本
学
な
る
も

の
の
対
象
で
あ
る
。
伍
つ
て
、
さ
き
の
親
黛

の
至

り
着
き
成

る
信
仰
思
想
教
学
も
、

こ
れ
ら

一
連
貫
性
の

一
鎖
た
る
道
帯

と
し
て
、

そ
の
時

・
所

・
位
の
優
れ
た
日
本
学
的
構
想
者
た
る
も

の
、

と
私
に
お
い
て
は
思
惟
し
構
想
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
す
る
の
で
あ
る
。

5
、
顧

れ
ば
、
以
上
、
連
年
十
年
間
、
欠
げ
る
こ
と
な
く
休
む
こ
と

な
く
、
第

一
年

「
学
な
る
構
想
」
よ
り
、
彼
が
主
著

『
教
行
信
証
』

の

巻

々
を
逐
う
て
、
且
つ
、
主
要
思
惟
の
大
要
に
及
び
劉
つ
た
。

こ
れ
を
大
観
す
る
に
、
親
鷺
教
学

の
如
上
の
結
構
、

こ
れ
が
由
拠
表

ヒ
ソ
カ
ニ
オ
モ
ン
ミ
レ
バ

示
の

「三
部
経
」
、
而
し
て
主
著
総
序
に

「霧

以
」
に
始
ま
る
も

の
は
、
自
ら
掘
り
下
げ
し
め
ら
れ
た
実
践
者

へ
の
救
済
と
し
て
、
概
言

す
れ
ば
、
『
観
経
』
所
説
の
阿
闇
世
へ
の
連
想
が
強

い
。
次

に
、
こ
の

ツ
ツ
シ
ン
デ
ア
ン
ズ

「
浄
土
真
実
教
を
顕
わ
す
文
類
」

の
第

一
文
字

に
、
「謹

按
」
る
も

の
は
、
こ
れ
が
由
拠
た
る

『
大
経
』
所
説
の
誓
願

で
あ
る
。
こ
れ
ら
が

生
み
出
し
在
ら
し
め
え
て
い
る
も
の
は
何
か
。
残
る
『
小
経
』
の

一
結
構

と
し
て
、
こ
れ
が

「古
今

一
す
じ
道
」
最
初
の

「神
道
」
に
承
け
て
、

時
代
の
支
配
教
学
を
己
が
も

の
と
し
た
彼

の
仏
教

々
学
、

こ
の
位
置
付

の
日
本
学
的
構
想
に
、
親
鷲
と
太
子
と
の
如
上
の
交
渉
等
は
史
上
既
に

諸
例
諸
論
あ
る
も
、
親
鷺
と
太
子
を
通
し
て
遠
く
神
道
と
の
積
極
的
な

る
そ
れ
は
、
恐
ら
く
僅
少
な
る
か
。
如
上
、
こ
こ
に
、
彼
の
実
践
帰
向

の

「終
↓
始
」
的
認
識

の
限
り
、
遠
く
天
照
大
御
神
の

「
見
畏
↓
益
貴

神
」
へ
の
先
躍
道
に
由
拠
す
る
次
第
と
見
ら
れ
え
、
次
に
、
彼
の
誓
願

と
し
て
仰
ぎ
奉
じ
て
自
ら
依
り
懸
む
も

の
は
、
同
じ
く

「
神
勅
…
詔
勅
」

類
と
見
ら
れ
よ
う
か
。
而
し
て
現
実
に
生
け
る
験

と
し
て
積
極
的
肯
定

に
安
住
せ
し
め
ら
れ
る
も
の
は
、
如
上
、
自
然
法
爾
な
る
現
実
個

々
の

日
本
人
生
活
と
し
て
、
如
々
と
し
て
そ
れ
ん

そ
れ
自
ら
に
あ
ら
し
め

る
は
、
「邦
家
之
経
緯
、
王
化
之
鴻
基
」
ー

「修
理
固
成
」
に
こ
そ
あ

り
、
更
に
、

こ
れ
ら
文
面
よ
り
は
事
相
、

こ
の

一
た
る
弥
生
土
器
よ
り

縄
文
土
器

へ
の
形
相
等
に
、
と
見
る
段
々
の
、
そ
の

一
々
の
試
行
た
る

に
、
と
見
定
め
る
は
奈
何
。

(
47
・
11

・
13
)

親
黛
最
終
文
献

「
自
然
法
爾
章
」

の
日
本
学
的
構
想
 
(
小

野
)
 

二
二
九

-646-


